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昭和45年の繊維業界は, 7D年代のファッション産業とかいわれ注目さ

れた年であったが,米国の繊維規制問題を始め,特恵関税問題をどわが国に

不利な問題を残し年を越してしまった.

このよう夜情勢の中で,内需を主力とする県下の地場線推産業は,直接打

撃ほうけないまでも後半を過ぎてから先行不安の現状を身に感じ始めた｡

因に,県下織維加工業4 5年の生産状況を工業統計でみると,昨年に比べ
卓　企業数,従業員数ともに横ばいの状態であったが,出荷額は7,456億円と

ー…･--主義恵亮ほほほほ拾臥町指摘摘
約1 5%の伸びを示しているo　この中で地場産業としては,各品種とも数量

的には大きを伸びは期待できをかったが,生産額においては2.0-5 0%の

増額とを9,品質的Tz:向上があったものと窺える.

これからの中小企業,就中発展途上国との嘱合性の強い織維地場産業に卦

いては,附加価値の高い,高品質新製品の開発と創造的を技術あるいは,敬

底した省力化技術･?)応用導入をはかることが,今日当業界に果せられた最も

重要な課題であろうと考えるo

こ,7)一年間当指導所で行怒った指導実績を見ると,昨年に比べ現地指導で

4 8%や依頼試験で5占%,技術相談で25%と指導件数が増加している｡

このことは,業界各位が不断の研究努力を続けておられる証拠といえようD

本所においても,昭和4占年度には,基礎的を試験研究を主体とした本館

を,引続き次年度は,応用研究を行をう実験工場を全面的に改築整備し,技.

街サービスに専念したいと職最-河とともに決意を新たにしている次第ですo

以下は,昭和45年度の主要業務を集録したもので,関係各位のど高覧に

供し, -増のど鞭穂とど協力をお闘いしますo

昭和　46年12　月27日

滋賀県教権工業指導所

所長　今　井　信　次　郎
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滋賀県織維工業指導所

能登川支所

明治44年　4月

大正　4年　4月

大正　8年　4月

昭和1 1年　4月

昭和1占年　4月

昭和18年10月

昭和19年　5月

昭和21年　5月

昭和27年`4月

昭和50年　9月

昭和52年　4月

昭和56年　5月

昭和40年　4月

昭和42年　5月

昭和45年　9月

1　　位　　　　　置

滋賀県長浜市三ソ矢元町27番59号〒52占電話(長浜代表) (3日492番

能登川町佐野　〒521-12　電話(能登Jll)(2)0017番

新旭町新庄　〒520-15　電話(新　旭)　2145番

2　　沿　　　　　革

滋賀県立長浜.能登川工弊試験場をそれぞれ設立｡

長浜.能登川南場を合併し.滋賀県=芳試験場とJ-aL.能登川に本場

を置き長浜を分場とする｡

滋賀県能登川.長浜工学試験場の2場に分割するo

能等川=穿試験場高島分場を設置｡

能登)忙⊂穿試験場を滋賀県染織共同加=指導所と改称o

高島分場贋止｡

長浜=茅試験場を滋賀県=罪試験場と改称.染織共同加=指導所内に

併設｡

染放共同加=指導所を廃止.

滋賀県立長浜,能登川南工業試験場をそれぞれ設立｡

能登川工券試験場と長浜工茅試験場とを合併し.滋賀県立織維=業試

験場を設置｡

滋賀県立能登川,長浜粗施工芽試験場の2場とする｡

長軌　能登川両頼経=発試験場を廃止.滋賀県捨維=夢指導所を設置

し､長浜に本所を.能登川と高島にそれぞれ支所を置くo

高島支所新築｡

能登川支所に頼経開放試験室併設o

高鳥支所移転新築｡

能登川支所国葬童増築0

1
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5-1土地かよび建物

本　　　　所　　敷　　地　　5･ 654･ 01が

建　　物　　1, 155. 70が

事　　務　　室

物理試験室

恒温恒湿重

化学試験室

染色試験室

開　放　=　場

汽　か　ん　重

そ　　の　　他

能登川支所　　敷　　地

建　　　物

物　理　　量

化　学　室

染　　色　　重

実験準備室
■図　　案　室

そ　　の　　他

高　島　支　所　　敷　　地

建　　　物

事　　#　　壷

生産技術指導室

品質管理指導室

計測管理指導室

そ　　の　　他

72. 00が

72. DO脚

56. 00が

54. 0 Dが

72. 00が

524. 00符B

2D.　O Dが

485. 7口が

245. 00が

141. 25仰8

20.　25が

28.　55が

22. 68が

ー　20. 257が

/

22.占o財

27. lo柳

661.　25m'

2口5. 78が

21. 96が

77.　22が

20. 00が

28. 08が

58.　52が

512　組織および業務分超

庶　荷　係

技術指導係

試験研究係

能登川支所

高島支所

人事.給与予算編成及び執行に関すること

公印建物及び施設の管理に関すること

文書物品の収受.発送締昔んに関すること

その他一般庶務会計及び他の係に覆し貴い事務に関すること

技術者をらび把技能者蓉成事芦に関すること

情報および機関誌の発行に関すること

辞演.講習.展示.研究各会の開催に関すること

巡回ならびに実地技術指導に関すること

依頼試験に関すること

図書.特許公報をどの閲覧に関すること

技術および経営相談に関すること

製鉄型番の試作研究に関すること

精株喋白染色および仕上の試験研究に関すること

頼経製品をらび把原材料の物色化学的試験研究に関すること

紡級=算用機械器具の調査試験研究に関すること

染織デザイyの創作指導と調査研究に関すること

当所の設備利用に関すること

製織製解の技術指導に関すること

精練漂白染色および仕上の技術指導に関すること

染織デザインの創作指導と調査研究に頗すること

依額試験走らび旺実地指事に関すること.

製織製節の試級および技術指導に関すること

製練漂白染色および仕上の技術指導に関すること

依顔試験をらびに実地指導に関すること
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5-5　職員構成

農　具更　更術　衛技　技長　員　係

門　務

所　専　庶

長

導指節技 償

係　　　　　長

査

試　験　研　究　係

係　　　　　長

能　登　川　支　所

主　　　　　任

高 島　支　所

主　　　　　任

今井信次郎

西　村　善　夫

事務吏員　　　梧　淵　　　実

事務吏員　　　本　田　文　代

主　事　補　　喜　多　芳　弘

技　　　師

用　務　員

技術吏員

技術吏員

技術吏員

技術吏員

中　川　一　郎

斉　藤　重　雄

西　村　普　天

｣＼林　昌　幸

中　川　　　哲

福　永　奉　行

技術吏員　　尾　本　畳　次

技術吏員　　勝　木　嗣　治

技術吏員　　前　川　春　次

技術吏員　　大　村　忠　義

技術吏員　　鹿　取　巻　寿

指　導　員　　　川　島　良　子

技術吏員　　内　藤　　静

技術吏員　　鴨　貫　佑　-

技術吏員　　川　添　　茂

技術吏員　　堀　井　利　男

技術吏員　　大　音　　其

技術東員　　山　西　　清

5-4　主要設備機械かよ(jl整備状況

主要設備敏枝
田　本　　　　　所　<製鉄　関　係>

力織機(綿･軌タオル.ビロード.サン7･ル)

自動敵機(乱梓鼠多色自由交番)
レピアルーム

翰具撚糸機
伊太制式撚糸機
八丁式撚糸機
サンプル.ラyセル機

堅型水管式ボイラー
真空糸蒸装置
スクTJ -y捺染機

ロール捺染機r手動)

漂　白　椴

電気湛毛磯

張力記録装置
ルームアナライザー

万能抗張力試験被
布破断強力試験境
収縮度試験機
糸鎗伸庶試験模
モーメント測定機
フェードテスタ一

瓢色色差計
染色物摩襟堅牢度試験億
照度計.直示天秤
フロ　ックメーター

<染色仕上関係>

<試験品質管選関係>

虚　能　登　川　支　所

染色摩擦堅牢鑑試験機
スコーチテスタ一

糸抱合力試験機
スクラブオメーク一

糸強何度試験磯

田　高　島　支　所

7)-テスター

布強伸度試験機(5DDKg. 50ロ足ダ)
タイヤコード試験椴(50Kダ)

自動徴税(綿札内7台ユニフィル付)

伊太弄燃糸械
チーズワインダー

施設整備状況

技術開発研究費補助金qeよる施設塵備

赤外分光光度計

テンスター(記銀計付)

リードドロイングマシング

タイグマシyグ

ローラー糊付機

部分塵経糊付磯

産　経　機

自助管巻機
チーズワインダー

高温高圧染色椴
高温高圧チーズ染色機
噴射式紹染機
布　染　機

エソがシソグ機

高塩熟処理機

電子顕微鏡
糸抱合力試験機
通気度試験模
保温性試験機
柔軟度試験機
ドレープテスター

ストロボスコープ

ラウyダーテスター

光電分光光度計
･恒温恒堤槽
･g'イオメ一･g-

試験用高圧ヅYカー

実体顕微鏡
ストロボスコープ

乾　燥　機

ロール捺染械〔手動)

ストロボスコープ

迅速水分計
直示天秤
リング撚糸機

無芯菅巻機
低高塩装置張引試験機( 5 D OKg)
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(4)設備の利用状況⑤　依頼試験

~..I.,I.｣.I...･卍.ー..■｣, ITJrLf淵.:HJ浦...神目7qT7.7rT.い､‥｣日..I -.･=;･Lけい.ITTH･: ･川　/･･ ㌔...i.･ト

二∵∴ '●＼ 鳴�B�5 ����7 唐�9 亦��F�����｢�ﾂ��ゅ"���1 I l ��r��"�����日計 1 i 

■管掩椴 �"� 白����� 白�十ロー 劔 �� ��

繰返.機 劼.. 1 I ��B����｢�4 ���丁2 �-｣ ( 面2���f2 ����

紹揚'模 ��1 ��l 1 迭�1 I ��ﾘ�爾�刄h ト一 一 ��ﾒ�唐�

整経●機 �2�I �� 粉� 白�耳6rぴ�僮 I l �5%��ｲ��6r��｢�

力紋-椋 �� ��12 �� 呈��+- � �?｢� ��"�

メリヤス椋 亦� �� 亦ﾒ�千- 劵_ i I � �2�I 辻�

･撚糸機 迭�5 宕b�L} ��占 ��5 釘���l 偵R� 鉄r��

合糸撮l 免ﾆ�� ���j i �� 綴��自�ﾘ爾�ﾂ�箸��� 亦� 辻�

糊付_横 �� ��I 2iー 僮 i ��� �� 啝2� 白�蘒R�����

其空糸蒸機 �� ��I ��J l ��1; I ��! 啝2� 途�

ー染色.械 釘�1 亦�l 1 �"�12 ��｢ �&��｢� ��b� 鉄R�

捺染.撤 �� ��壬 1- I I �1 ��� �2��｢�I l 辻�

高塩熟処理機 ��1 �� �� ��｣ ��1 白��� �"�

漂白一機 �� �� �� �� 白����� �1- 

精練.械 �� �� ��! -i �� �� ��i 辻�

乾燥按 啖ﾂ� 箸��� ��1 ��｣ �� �2� �"�

計 ��Cr�湯�B�ﾂ�25 唐�24 �"��｢�6 I 唐�1 ����2 ��#��

開放試験嘉設備 ��1 �6��r�十- ��r�Ifﾓ�B�4 �"�5 �"�J 鉄R�

＼ 佇���ﾘ�mｨ���2�4 迭�占i i 途ﾒﾙ{ﾃ����刮ﾂ 侭{��｢�･2!. �2 迭�計 

番手測定21l 冤 25 �#R�16 ����25 �#B�21 ����26! 氾�R�44 �#y���

撚変測定15l �17l 咾����14 ��I?｣"���B�占 白����10 白��#����S��

糸強伸慶25. �45 典B�28 �#R�4?I �#"�19 �#��18 偵�R�ﾂ�44 鉄Cr�

糸抱合カ. � 椿��5 �� �� ����I 一 一■..一-I- I � ��R�

布破断魔力 鼎��#c����68 鉄VfI���鳴�s��占2 白�ｺ��69 都��1 57 田SR�

布摩擦礁カー 峯�2ﾒ��ｶ辻�"�冤 ���9 鉄R�5 售���"��"�I ��CB�

圧縮-弾性. 白�僮 ltl I �!8 唐�｣ 釘ﾂ� ��ｳ�R��#R�

組紋.分解5ト1!4. 劔占 津R� �"�1 ������1 �#��5口 都"�

織物.設計 椿�耳耳爾�價_ I 劼 亦ﾙl����白� �� ��

厚さ潤定12212可9 劔4 �#��51 �#R�2? ��"�46 售)?｣俣#Se��

密度測定 �#��｢可｢ .___･...___▲__ �5 ����5? ����54 ����5 ����l 191170 I 

防ツワ鑑 硬歌慶_ �� 亦� �#�� �$B� ��B�● �� ��#"�

! ��l一再口 � ��24 ���2 �"�2 ��81 

保湿性 ��ll --l'一■■ 剪� �� �� �� ��

-通気性 豚���ﾈ���奉�2ﾒ��� ��2 ��1 �"�I 2 �"� 免ﾂ�

∴弧形庶 剴r� �� �� �� �5��途�

-定性分析 崩辻������5 10 ��� ��1 ��1 ��2 湯�

一定量分析 姪B� 剪�l ����r�10 迭�2 ��4 - 添���

･工業用永分析 迭�l5 鳴���ﾂ�25 ��"�2 ���ち ��8ﾒ�)���7 白� ��f��ﾂ�

永分率測定壬28 �52 ��#R�51 鼎R�45 鼎��29 �55 ��B�(25 偵U���

節維混用審 ��1 糞"�1 �� 迭� 途�ー1 湯�2 �)���

撒雄化学 �� �� �� ��5 ��3R� ��� 湯�

収縮率 唐�8 迭�25 ��ll �#R�2 ���� �"�15 ������

繊維腰定 �"�2 澱�5 釘� 迭�5 ���1 釘�19 鉄��

顕微鏡写真 �� �� �� �� �� �� ��

真維糸贋警 ���1 ���56 ��1 釘� ��� 迭�2 典B�ﾃ#�B�

売.ミ糸撤物 堅を暦 ��…5 ��24 ����52 田B� ��B�18 ��B�7 

図案調整 ��l 7 澱�15 ����2 鉄R�5 迭�10 免ﾂ�9 �����

計 ��迭�208 ����｢�5占5 �#S��552 偵C#��257 �#Sr�552 �#���2?8 鉄#��



罰I-･1.-,

4-2　妻帯習会,研究会,見学会などの開催

(1)縮緬自動織鹿稼働調査結果発表会

高度化設資のために産地に導入音れているシャツトルチエンヂ.コップチエyジ小巾自

動敵機の稼働状況を調査し.その結果を浜霜師資者に発表したo

と　　　き　　昭和45年4月28日

と　こ　ろ　　本　所

発　表　者　　堀井主任.小林主査

参　集　者　　25名

だ)婦人服地の試織協議会

愛知川地区の着尺.麻柁物夢者を対象として.新製品開発のため近代感覚の商品設計に

つV,.て協議したo

と　　　き　　昭和45年7月8日

と　こ　ろ　　滋賀銀行愛知川支店会議室

参　集　者　　所長.勝木技師.算者1ロ名

⑦　国際繊維機械総合展見学

7月占日から1週間開催盲れたこの展示会に.滋賀県綾錐協会と共催で見学希望者を募

集し,バス5台で.京都市の川島織物を見学後大阪の会場に向かい各種の新鋭機械を見学

し.設備近代化の促進夢芦としたo

と　　　き　　昭和45年7月10日

参　加　者　148名

(4:)シャットルの取扱と管理法講習会･

中期技術者研修の特別訴議として.研修生の外一般関係者にも呼びかけたo

と　　　き　　昭和45年8月51日

と　こ　ろ　　長浜商工会議所

訴　　　師　　北陸合同シャ･,トIT,株式会社

社　長　　竹内一二

⑤　マンガン加工染法研究発表会

能登川地区ふとん地の品質政審と新製品開発を推進する新しV>染蛙の研究を発表したo

と　　　き　　昭和45年9月5日

と　こ　ろ　　湖東頼経工業協同組合会議室
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発　表　者

参　加`者

小林主査.福永技師

18名

(6)織椴取扱い講習会

高島地区のク1/-ブ.惇敵機茅の零細企茅者を対象に普通縁機の取り扱い詐習会を現地

で開催したo

と　　　き　　昭和45年9月8日

と　こ　ろ･高島織物工穿協同組合

当所高島支所開放工場

講　　　師　　魔和工券株式会社

:伎術誤設計技師　　樋巧秀次

技術サービス担当　大村秋良

参　加　者　　55名

a)高級婦人服地講習会

愛知川的区の着尺,麻馴勿穿者の品種転換.多角化を促進するため.京都の百貨店.宿

事会社から高級婦人服の専門家を招-hL.最近の動向をらびに技術について指導を受け

たo

と　　　き　　昭和45年9月18日

と　こ　ろ　　滋饗慣行愛知川支店会読室

辞　　　肺　　大丸京都店営辞第2部･

野村株式会社京都レース本邦

外界株式会社商品第2部

外興株式会社洋裁学校

参　加　者　1 1名

課･長　奥雷　埋

係　長　　校本稚暢

部　長　　相川正一郎

先　生　　桑畑久子

(8)発明と産業近代化展の見学会
一の宮市で開催蕃れたこの見学希望者を滋賀県赦維協会と共催で芽集し.同地方で成功

している縫製=券団地とあわせて見学したD

と　　　き　　昭和45年9月22日

参　加　者　　45名

(男　浜縮緬需象動向調査結果発表会

委託事算として東野辞済研究所京都支社で浜縮緬の現状評価と未来思考をテーマに調査

した内容について関係算者に発表したD

ll
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と　　　き　　昭和45年9月29日

と　こ　ろ　　長浜商工会議所

発　表　者　矢野経済研究所京都支社

支社長　　田平敏之

参　集　者　　55名

タ目名

(10)座布,夜具地研究会

ふとん地のアイデア図案を展示発表し来夏ふとん地意向調査の報告をかね研究会を開催

した｡

と　　　き　　昭和45年1D月5日

と　こ　ろ　　湖東静雄工業協同組合

発　表　者　能登川支所主任　　　　内藤　静

能登川支所技師　　　　嶋賃借-

参　集　者　14名

ぐ‖)包装デザイン講習会(依寮)

と　　　き　　昭和45年10月27日

と　こ　ろ　　大浄市堅田商工会

講　　師　能登川支所技師　　　　嶋貫佑-

(12)全国繊維試験場図案巡回展示会

全国頼経関係公設試験場出品による創作図案を県内で巡回展示し.当該番地新柄試作の

指針とした｡

と　　　き　　昭和45年11月1 1-12日

と　こ　ろ　　湖東撤碓工芽協同組合

醒ヶ井放物工葬協同組合

参　集　者　　55名

(16)撚糸椴械メーカーの見学会

高島地区の綿放物.撚糸芳書を対象に滋賀県段維協会と共催で新鋭撚糸機械メーカーの

見学会を実施した｡

と　　　き　　昭和45年11月15日　　　　　　　　　　　　　　　　l

見　学　先　村田椴械(秩)犬山工場

参　加　者　　25名
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(14)織布技術普及講習会

･高島地区の綿勘物第着および能登川地区の牌放物穿者を対象にこの辞習会を開催したo

と　　き　(高　島)昭和45年12月7日

(能登川)昭和45年12月10日

と　こ　ろ　(高　鳥)高島放物工英協同組合

(能登川)湖東借用金慮会議室

辞　　師　光電管の機構と応用について

名古屋電子工業株式会社　検査課長　大村　宏

シ-Y I,トルの取り扱いと管理法

北陸合同シャツトル株式会社　専務　竹内純治

参　集　者　(高　島) 50名

(能登川)　20名

(15)ビロード創作図案展示会と研究会

闇ケ雛ロードコート地顔放穿者を対象として･コート用釦鯛案を発表展示し.今後

の意匠改善について指導したo

と　　　き　　昭和4･5年1月26日

と　こ　ろ　　本　所

発　表　者　能登川支所技師　　嶋貫佑一

参　集　者　　20名

(16)生産管理講習会

彦根地区フ7ンデーシヲン穿者を対象に生を管理についての講習会を開催したo

と　　き　昭和45年2月2日

と　こ　ろ　彦根市　たばこ会館集会室

講　　師　技術士　申相　　互

参　集　者　25名

(17)ガラス繊稚加工技術講習会

全国麻織物工穿組合と共催し･新しい級経に対する認識を蘇めるためと岬習会を開催

した｡

と　　　き　　昭和45年2月6日

と　こ　ろ　長浜市商工会議所

詐　　師　ガラ云凄経の総論

=茅技術院幕維高分子材料研究所　=学博士　坪井弘司
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=算用ガラスクロスの加=技術と応用.上の間毘点

旭フ7イ/しグラス株式会社　主席技師　佐久間　勝

参　集　者　　70名

(18)絹勧製織研究会

浜童摘草者を対象として.当所で試作研究した伐異を発表し茅界の指針としたo

と　　　き　　昭和45年2月15日

と　こ　ろ　　本　所

発　表　者　試験研究係長　尾本尊次

技　　　師　鹿取普寿

内　　容　癌滴経糸のラJ-ジ化について

駒絹の試作について

=場繋膏防止対策について

参　集　者　　40名

(19)絹麻交織服地の試作発表会

愛知川地区着凡麻放物茅者を対象に試作研究した揖麻交級服地の成果を発表したo

lJ　竜　SJ

と　と　海　容 き　　昭和45年5月19日

ろ　著　者 滋償噸行愛知川支店会議室

本所技師　　勝木嗣治

15名

(20)繊維技術講習会

県設備僚与協会と共催で.次の講習会を開催したo

と　　　き

と　こ　ろ

誹　　　師

14

こ唱和45年5月2占日

長浜市商工会議所

これからの撒布罪のあり方とその設備について

東洋紡績株式会社商品朋党郭　　主任部員　一見輝彦

衣料消鍵の動向と将来

矢野縛済研究所　　　　　　　京都支社長　田平敏之

､qL.←･竜蔓等書きJIJb遜db.著書葦等量藩薯悪書居着重曹骨患題

-£if･}-肇≠音量書ノ毛暮れ,㌢考量

蜜等LrTJ･ykもさき. -長さ姥繋ぎキ

4-5　巡回技術指導の実施

(1)多和田地区製綿業報告会

場　　　所

期　　　日

発　表　者

内　　　容

の　高島地区

対象夢者

指　避　班

指蛋期間

指導項目

⑤　能登川地区

対象業者

指　導　班

指導期間

指導項目

(4)長浜地区

対象茅者

指　導　班

指導期間

指導項員

近江町公民館

瑠和45年4月21日

滋賀県立^頓大　　　　藤　田　　　正

当所所長　　　　　今力信次郎

当所専門員　　　　　西　村　善　夫

カードの調整方法について

クレープ.好漁5r場

豊田自動数億製作lljf

技　術　員　　　　　磯　部　久　利

当所高鳥支所主任　　堀　井　利　男

当所高鳥支所技師　　大　昔　　　英

当所高島支所技師　　山　西　　倍

昭和45年11月16日～17月20日

自動織機の取り扱いについて

麻ふとん地5工場

中村城術士事務所所長　　　中　村

当所専門員　　　　　　　噸　付　善

当所主査　　　　　　　小　林　昌

昭和45年12月14日～12月18日

生蓉管理

揮ちりめん5工場

中村技術士事傍所所長

当所専門員

当所主査

亘　天　草

亘　夫　幸

蓉　昌

村　村　林中　西　小

昭和46年1月18日～1月22日

生馨管理

⑤　能登川地区麻ふとん地業報告会

朔　　　日　　　昭祁45年1月25日

場　　所　　湖東信用金庫会議室
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発　表　者

内　彦　対　婚

@ 地夢根象 区者班

指導期間

指導項目

中村技術士串傍所所長

他当所専門員

当所主査

捺数工程の作穿改善

亘　夫　奉

書　昌

村　村　林中　西　小

77ソデーツョy5=場

中村搾衛士事務所所長　　　中　村　　　亘

当所醇門鼻　　　　　西　村　普　天

当所主査　　　　　　′ト　林　昌　幸

昭和45年2月15日～2月19日

生蓉管理

の　浜ちりめん莫報告会

期　　　日

内　　　容

;昭和4占年5月9日

当所会議室

由村技術士事妨所所長

他当所専門員

当所主査

管理手法の垂入

⑧　ファンデーション業報告会

期　　　日

場　　　所

発　表　者

内　　　容

昭和46年5月50日

彦根市民会館

中村技術士事務所所長

他当所専門員

当所主査

設備t/イアウトについて

運搬の改聾策について

冊　簡易巡回技術指導

対象穿者

指　導　者

内　　　容

16

全県地区2 4企業

中村技術士事務所所長

(秩)岩間執椋製作所

他当所歌員

設　備　改　善　指　導

浄　書　防　止　指　導

生　唾　管　理　指　導

鉄　板　調　整　指　導

亘　夫　奉

書　昌

村　村　林中　西　小

亘　夫　奉

書　昌

村　村　林中　西　小

!

佐米

亘　久

長

村　課

術

中　技

4-4　中小企業中期技術者研修の実施

本年度は･長浜地区の揮織物芽界を対象としたれ当地区は.これが2桓唱の研修占在
l

るので研修学科ま英頻に質点をおき次のとおり実施したo

(1)コース名　　　繊　維

CZ)研修期間　　昭和45年7月5日から8月51日までとし.毎週巧.水,金曜日の

5日間で･延日数25日間行をった0 1日の研修時間は･午後5時50伽ゝら8時50

分までの5時間で総延時間は7 5時間であるo

(9　研修場所　　座　学　本　所

実　習　不　軌県農協連八日市工場

京都友禅会館

(4)研修科目と講師

種別 刮ﾈ巨 �>�vR�I 時間ー講師 

座 剳喆ｨ原料学 ��h鏐,ﾉZ謁ﾘ嶌ｧy4��ｸ�,iV俯��6 ���Uｸﾈ(ﾞｸ肘���

I-一一一十 幽齷:霹�ｨｩ(,ﾈｴ�ﾕﾈ,i+)���

5 ���極n��(ｹｩ[ﾈ崩��亶h�INｸｩ餒ｨ��nﾉoe����

製秩準備機構学 ���E�鏐ｴ�,ﾈｴ�ﾕﾈ,i+)���3 

lS �ｨ��Xﾇﾈｸｩ�畏儼��｢�ｹ�7�ｧｸｬIyy���ﾉ�ｩ��<r�

力織機構学 ��ｸ齷:雕��,ﾈｴ�ﾕﾈ,i+)���i 9 

!占 亊碓���'Xｪﾙeﾒ��ﾉ�8ﾔﾈｶ��

学 白�紋織学巨ヤカードの敏樺と調整 �9 宙極���x��ﾏｸｨ褪�7Df�+x8坪ｭ8蓼�IUﾂ�[ﾙtxﾝH陂峪XxﾙHｽb��
I �(ﾋ�:��xﾎB�光電管の機構と広岡 迭�

llgE綾瀬剤 剋ﾓ維油剤の性質と応用 亦�b�

小 剏v 鼎�� 

実 管 剞ｻ織!自動織機.の調整 剴�"�醤管諺震宗暮夏 
計測管理ぎ I 剋轟o製品試験検査 湯�県立短期大学工学部 教授｣監国正 

現地実習 刹ﾖ農%lB%慧八㌔雪I達 迭�県露胡大蒜欝部正 

小 剏v �#B� 

特別詳勘シャツ卜ルの取扱いと管理庄 一 劔迭�北陸合同シ-V./トル(秩) 社長竹内一一 

%=+i 1 劔都R� 
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受訴者5 2名のうち出席審8口承以上の5 2名に対し.知事の修了証書を授与したo

修　了　著　名　　　　　　(会社名)

田中絹織物工場

丸　　　菅(秩)

和興挽物(秩)

和輿織物(秩)

大村縮緬〔放)

官署チリメソ工場

南　　　久(合名)

長浜執務(秩)

井上多見生

栄浜放物(枕)

中　　　喜(秩)

佐藤縮緬工場

大場奄美〔練)

小尾野放物工場

近江ベルベット(俵)

近江ベルベット(秩)

18

(氏名)

田　中　爾　平

川　瀬　久　爾

屠　場　書　彦

奥　村　軍　雄

那　須　幸　雄

宮　本　書　也

岩　越　　　良

宇　野　政　和

井　上　佳　則

木　下　忠　幸

三　原　　　治

佐　藤　　　正

庄　　　和　雄

′ト尾野重弘

松　田　　　茂

-　居　貞　夫

大鳥綾維工業(秩)長浜工場　　　　　　中川喜八郎

大鳥諾繕=業(秩)長浜工場　　　　　　田　辺　正　春

大鳥漕雄工茅〔株)長浜工場　　　　　　清　水　養　己

改藤絹絶〔株)

江洲馨茅〔操)

大場興茅〔繰)

大塚興業(秩)

大場輿芽(秩)

大塚興券(秩)

大塚興業(秩)

大塚興業(秩)

昭和放物〔株)

昭和艶物(秩)

中尾多七(秩)

中尾多七(秩)

宮川彦三

改　田　和　行

安　田　源　六

敬　田　英　一

川　崎　　厳

大　島　広　沢

河　内　信　良

書　柑　富　雄

上　田　勇　助

書　川　　　成

草　野･敬　作

伊東伎　　勉

辻　　　博　文

宮　川　彦　三

4-5　職員の研修

(1)所　内　研　修

期　　間　　昭和45年6月～昭和46年5月(毎月‖如時間)

講　　師　　東洋紡旗株式会社

品質課長　伊藤信彦

内　　容　　実験計画法(初等)

(2)所　外　研　修

職　員　名　　技　師　前川春次､

期　　間　　昭和45年4月10日～昭和45年10月10日

内　　容　　中小企葬技術指導員養成課程

4-6　出版刊行物の配布

芳務報告

指導所だより　　　(4回)

薄線情報　ちりめん版(占回)

クレープ版r d回)

フ7･yシヲンカラー

滋賀県額維工茅の動向

本所要覧

調査研究資料
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5　　試　験　研　究　業　務

5-1試験研究関係

(1)強撫糸織物の製織技術と染むら防止に関する研究

郎　次　次蔑　寿次

雪　辱　忠　書

信

本　川　村　坂

辛今尾　前　木鹿

ま　え　か　き

強撚糸放物の原糸から製品までの生蕃･流通機構は各章地ごとに=程が大方帽れており.製品

までの過雇は複雑であるoこのため最終工程においてその放物に欠かんが発生した場合,その原

田の解明は困雑であることが多いことから各r程ととに要田を分析し追求する以外に解決のきめ

ては表わoしかし..各々の=程においてもその賓関は多く功織r程においでもたて糸.よこ糸の

盤備(糸くり)から.合糸.撚糸.製織とあり.さらにこの′トr程がいくつかの=程に分離され

ている｡これらの=程中の要田をみると製品の外層の良否に影響をおよぽすものと.潜在的欠か

んに影轡をおよほすものとがあるo i.た.その両者におよぷものとがあるo外観(.{およ(,雪す場合

は検反工程で不良製品としてチェックすることができるが.潜在的な欠かんはみおとす場合が多

く.そのまま市場に出ていくこれらの欠かんが直接または間接に典むらの欠かんにむすびつく場

合がある.当研究においでは憩級準備=程の要田を検討し.その要因が製品の良否.また.染色

性にどのようを影響をもつかについて実験を行ない考察したo

1.下済剤の残留性TjCついて

1.1下漬剤の除去性

1.1.1諸　言

生糸は天然の長繊維であり.その形体は外層にセリシンがあり.内層のアイ7■ロインを

包束しているoまた.フィブロインの分子配列が良好をことから他の稜椎に比べヤyグ率

が大きく伸びが′トさいD故に油剤とにより柔軟性をもたせるべき下墳処理を行をうが.坐

糸下唐剤として市販されている油剤(下唐剤)には多品癌があるが.これらの主劫某とし

て必要夜ことは糸VL均一に油剤を付けその附着した油により糸の摩擦抵抗を少をくし糸の

すべりを良好にすることである｡このためこれらの劫紫は準備=程.亜敢工程中の糸切れ

をたくし操作を容易ならしめるものであるo Lたがって.下溶剤はこれらの工程を完了す

れば茶寮とか).次の製錬=程において容易に除去できるものであることが望ましLjlo枚
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忙これらの下蔚剤がどの春慶除去性があるかについて実験を行怒ったo

1.1.2英験方法

市版紬でvlる下僚靴ついて･これを一定敵慶に希釈し下静用溶液とし.これに生糸

28デニールのものを0･5gの紹忙し一定時間安倍した乱遠心脱水機で絞り寒川4ai

まで脱水した〔この試粕約7 0℃の熱風中で5時間乾燥し･その富貴から付着量を測定

した∩この試料について常温の蒸留水中に一定時間-しその後の試料の貰畳減から水中

への溶解性として各下情剤の除去性を検討した｡

1.1.5　結果と考察

下僚剤の付着量および蒸留水中への溶解性は表1のとおりである｡

表1

下郎rlO)付着畳について各下僚剤をみるとその量に/てラツキがあり,橘以下のものか

ら約1 0%近くの付着量まであるo全体の平均付着畳をみると約5紳付着量であるo付

着のバラツキの閲には主成分のちがいもあるが･市版-ている下郡llQ)J純分の畳の

ちがLhによる希釈液の強度差による原因が大きく影替してL^るoこれらの試枇ついてそ

の除去性(蒸留水中-の溶解度)をみると表てのようにをるoこの結果から5 0分間輔

したのみで完全に除去されてしまう下蔚剤もあり-した下酎ljQ)うち1種類をのぞき.

7 0%以上が除去されてV,るoさらに欄間の浸靴軌ハでは完全に8 0如除去性JTL

めした｡これらの除去性について時間の関連曲線をみると図1のように5種の曲雛分類

できるoこれらの曲線と付着量との関連はを(むしろ乳化剤として用vlられている界面活

性剤の影響によるものと思われるo
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脱落率　帝　　　†

50　　　　d]　　　　和　　　　1 20

→　　時間(分)

図1　下於剤の水に対する脱落曲線

1.2　赤外吸収による残留の判別

1.2.1緒　言

有機高分子等に赤外線を透過さすとその高分子のもつ吸収帝が存在しその物全体または

その物質のもつ特性基の確認をすることができるが･ここでその特性を利伺して下僚剤の

確認を行なうべく実験をこころみた0

1.2.2　宅験万荘

赤外分光光度計BP 1 -G 5 (日立製)を用れ賀鮒で使用した下潰剤の吸収帯の測

22
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定.また.次の実験に用いた試料の精練後の布の吸収帯を測定し前後の吸収帯の書から下

折剤の残留について検討した0

1.2.5　線巣と考察

一般に生糸の下濯･剤を組成からみると7ニ/i･ /系界面活性剤を主体に主賓成分として植

物油.鉱物油等を混合しまたはその両者を混合して用いられているoこれらの吸収波長を

みるとほとんどが活性剤と思われる吸収帯がみられたためにここで問題となる拍車の確認

は不可能であったoまた.精練前後q)試料についての吸収波長について布直接による全反

射法による吸収波長をみたが.繊維と付着物の登的な関係からしてその吸収級長は繊維を

主体にしたもので他の物質の吸収披長の確認は困錐であるo

抽出法についてエ-テルで抽出したものについてこれを四塩化炭素の溶液として行在っ

たところ蹟初とrFjじように静性剤のものと思われる波長がでた｡精練後の試料につLnて抽

出した場合には前者の吸収帝と異をった紋長に吸収がみられたo

これらのことから残留性について考えられることは.下野剤は全体的に親水性に富み玲

水中へ充分痔零していく0枚に級物上の表層面に付着したものは完全に除去することがで

き.撚糸との内部に付着しているものは糸の構造上除去は困難である.しかし.その静に

ついては布の罪さとくらべわずかのものである.

1.5　下潜剤と染色性につし(て

1.5.1　緒　言

1. 1および1. 2にかいて下僚剤の残留性について述べたが.これらの試料についての染

色性について.特に冷温にかける染色性の関係について零験を行な〔た0

1.5.2　実験方法

前記の実験にもちいた試料について下記2種類の染料をもちV･'冷温飴色を行をい蒸熱に

て教科を固着させたoまた.染色後の試料についてはその試料を分光光度計を用いてその

色相の最大吸収波長をもとめその波長の各試料の反射零を測定し.次の式によって藤色蔭

度を笠出した｡

使用染料　　　スミノール.ミT)ノダ.ブリル.レッド. Bコ/ク,

スミノ-ル.ミリング.スカーレッ1㌧　FG

染料破産　　1藤溶液

顔色方式　　　′てウテング

絞　　り　　110感

適　　度　　　8 0cnz/min

予備乾燥　　　7口℃

蒸　　し(熱処理)

飽和蒸気　　4 0min

水洗巾出し染色蔭皮目-E )2/2R.･･--･---････(1)
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∴　R　最大吸収波長時における反射審

1.ら.5　結果と考察

染色後の試料上の染色狼慶を算出した結果は表2および表5のとおりであるo

荘1-1得経共未処理系

1-2. 1-5　経糸のみ処理糸

1-8　鰐糸のみ処理糸

染料名　スミノール.ブリリアント･

レ.,ド. Bコyク

＼竃 ��"���5 兌ﾘｼ�&ﾂ�

＼ 1-1 姪ゅ�"�8.81 ��8_81L 唐ﾃc��

1-2 俣ゅcR�! 8.29i8A占 剴ゅCb�

1-5 粕ﾃゅI���8.46i8.46 剴ゅCb�

I 1i8.12 �8.12 亦����8.12 唐��"�

2 ��3ゅ�"�8.1218.12 剴ゅ�"�

5 唐��"�I 8.12 �8.12 唐��"�

4 唐��"�ミ8.12 �8,50 唐����

5 唐ﾃI���8.20 ��8.12 唐�#��

6 唐��"�8.12 ��8.10 姪よﾆﾂ�

78.12 兮.29 ��8.29 唐�#��

8i8.12 �8.29 �8.29再.20 

琵1-1経緯共未処理

1-2. 1-5　経糸のみ処理

1-8　経糸のみ処理

染料名　スミノール.ミリング.スカ

ーレ.,ト. FG

これらの結果からみて便伺した下済剤の影響による染色敢藍の差はみられなかったo表

中4試料について染色潰庭が高い価-めしているが.これは製敵に使用した経糸施撚糸

が他の場合と異なり強撚糸のみによるものであ｡他の経糸は壁撚糸で一般的に変りちりめ

んと称せられるものであるoこれらの経糸は撚数をり撚糸の形態が異なるため級物の表面

のしぼ形熊が異浸るので.その影響による反射寒の低下によるものであるo紬･これら

の結果から下僚剤を使用した生糸を用いでも染色政慶にあたえる影響はみられ夜いo

24

.こ▼　･　　∴　　　　_　　L.

:･.1･;･1.r;(,･,･[･. ･･,･･:∵㌣-[･･. ･～,I-･/-p･.I..～/･,

.･F･!･･TJ-～-･1.),T■.･･･.,､-.､一'･･.･J:<

4

. ･. -I:I,...A._.･,I.(･･,:鳥7 '1･･--･･･-<･･,･dq･-･･.･;蔓..･-･L--止

2.製級.曲備工程中の糸張力について

2.1　糸張力とその物性変化につい.I

2.1.1緒　言

強撚糸織物の製織に言vlしてはその数億から裂級までの工在中VCかいて糸には種々の応

力が作用するo　これらの応力は熟的.化学的応力よりも張力による伸び応力がL'/7まとんどで

ある.織布の染色工程で発現する経すじの原田が製織=程準備=在中に原糸がうけた歪の

影響によるところが大きいといわれている.宏ぜをらこれらの工程中.糸は何時でも或る

張力において伸ばされており.例えば糸繰り=程における伸び.整揮中ほうける張九　執

機上VCおける繰り返し伸びがあり.これらの張力はその作挙条件.機械の種類.走行中の

糸適度あるいは走行中の屈曲.物体との摩擦等によりその大きさ等も異をってくる.これ

らの張力によって受ける糸の応力変化はまた異なってくるo　この差が辞すじとしであらわ

れてくると考えられる.しかしこのようを天然棒経の場合原糸の産地の違いにより糸質に

大きい差があり.また.同一の替地においでもそのま布の外屑糸,内層糸によっても差が

あるため.整経時における糸の配列法によっても辞すじとしてのむらは発生するo現時点

においではどちらに起因したものであるかの判断は非常に困軸であるo故にこれらの発生

を防ぐためには操夢中充分注意をはらわ怠ければ怒らない.故に当実験においては糸張力

が異なった場合.どのくらいの張力が糸ErE加わると糸Ol仲げが変化しその弾性を成ずるか

について検討した0

2.1.2　宅験方法

2 8デニールの生糸を用い.この試料の強伸度曲線からこの曲線の変曲点およびその他

の点における荷貫をくわえて一定の伸びをあたえ.その荷軍時間の差と伸びの国領一定時

間除雷後の伸び変化からの残留伸びをもとめ.伸長弾性度をもとめた〔また.酵韓時にお

ける各部分の張力を測定し.糸の伸び変化を推察した｡

2.1.5　実験鐙異と考察

一般把持経.糸等についてその伸び変化と応力の関係についてみるとその粗雑.糸琴の

もつ特性によってその曲線が異をってくる.これは亘の緯経等のもつ鎖状分子の結晶性.

つ･iりミ七･レが主賓を要素となっていて.その状態によっては破療強力に差がある｡しか

し.糸,静経を原料に製織する場合. =程中におけるその強力は破耗強力までほおよばず

小さい部分すなわち初脚における変化が大きLJl要素であるo図2に当試料の初期における

応力ー伸び曲線を描画したo一般論からして伸び変化についてみると第一段階として伸び

と応力の比例する部分,第二段階では繊維の構造が崩れはじめる降伏状態の部分,第三段

階は応力軸に凹である曲藩部分.最後に伸び軸に凹である曲線部分に分割される. =程中

の応力はこの鼻-から第二段階の部分にあると考えられるo生糸の伸びに対する要素を上

記の点からみると内層フイブロイy束を外層七T)シyが拘束しているが,この内層フィブ

ロインはポリペプチドを主軸とする分子鎖で怒りたっているoそうしてこれが部分的に規
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図2　生糸28デニーJレ,韓伸皮曲線

剛性よく配列したミセル領域とこれとは逆に粗を型状の無方向性の配列部分す食わち非晶

領域があり.その臆か棚臓のあるアミノ酸が鎖状分子の中に入り鎖状間に帯い二次結合

を生じ.その結果分子は少なくともヒダ状にをっていると一般に独察郎IJ･この弔い二次

結合部舟が初期の伸び-応力に粥野しているoまた･ヤyグ霧が大きいこともこの主鎖状

分子が県東して超結晶体を形成しており.無定型非晶部分が非常に小さいと考えられ応

力伸び政商をみても応力軸方向に近い曲線をしてV,るoこの曲線のA.臥C･ D点にか

けるそれぞれの荷重につV}ての伸び弾性について測定した結果は表4のとおりである0

A

A B C

∵､∵-重た 撞SY����r�剴�Vr�l55ダ 

時間よ＼聖 ��ﾈ-��ｨ���"�車窓錘慶 I I 劔W兀Y&Y�ｸﾆ2�相恩這 
582.0 �82.0書84.2 I �?4.4 ほ… 塔Y�纉�繧�や縱��繧���綺fﾓ塔R�sB緝�ｳ��絣�15.5i88.5. 

6 9 12 ��sb���都b縒�FBr絣�81.D 78.5 77_5 豫X�3ｲ粐x���｢��10.占 66.8 61.2 亦�モ絣�ＤR�ッ���

これらの捨累から低帝京における弾性慶をみると.応力-伸び曲線の最初の変曲点近く

と分子内のヒダ状部分が完全に伸ば音れたと推定できる直線部分での荷雷を比瞭して.前

者す夜わち第1の変曲点近くの帝京の伸び回復は低い｡これに比べ恵線部分の荷麓におけ

る伸び回筏等把ついては非常によく.完全弾性体に近い物体として糸をあつかうことはで

きる0第二次の変曲点近くの帯革における伸び回復では,伸び回復,弾性率ともわるく.

永久的歪畳が多くをるoこれは前記の伸び変化の第三段階LR:入る時点に近く鎖状間の二次

結合やミセル間の罪い結合部分の切断によるものと考えられ.弾性体としての静性が消失

されつつあるoこのように糸.級経のある場合はある荷雷を境に弾性体と非弾性体l･Tわか

れることが推察享れる｡このようをことから工程中に糸にかかる応力の貴によって典故後

時間経過とともに経糸の軸方向の回復および非回復の現象が生じ,糸のたるみが発生し.

その部分の揮すじを超こす原田と在るo故に=程中の最大張力が糸の応力-伸び仙窟に

おける第二変曲点以内にあるよう管理することが大切であると推察されるo

実際の整静時における張力変化がどの位置にかいてどのように変化するか.またその場

合糸の屈曲によって張力がどのように増すかにつVlて測定した結果.図5のようであったC

整　7-10ダ

ダ5～2

糸1

前　　　　　　寝

取

図5　　盤経における各部の張力変化

ガラス棒 目板
1㌢
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1.59　　　　　　　　　　2才

図5　　糸の曲げ角度と張力変化

糸の引き出した時点の張力が1グの場合に糸を45度屈曲したときの張力増加は0.5欝

であり.言らに屈曲皮を大きくした場合1gの増加がみられたoしかし,引き出し時の張

力を9-1ログに増すとそれぞれの屈曲角度把より10g～15ダの増加がみられ.引き

出した時点の張力はきわめで小さくすることが大切で卑るo或る工場における産経時の張

力変化は園のようであり.前記のように生糸の二次変曲点以内の張力であった0

2.2　製鉄中の張力変化と顔色性につIVkて

2.2.1緒　言

一製織工程中の糸にかかる張力斑は製品の密度あるいは表面状態にかよぽす影響が大きい｡

しかるに前記と同様張力管理は大切を問題であるが.時によっては張力バラyスが前工程

からの影響をうけくずれ適張力また低張力とそることによって製品-の影響を与えること

がある0枚拡散梯上にて張力に差が発生した場合についてこの張力差が製品にどのようを

影啓があるかについて此牧検討した0

2.2.2　実験方法

産地における製織張力を測定したところ.･各=場ごとにその張力差があり,また.敵機

の種類ごとにおいても差があるoこれは製放している製品に違いがあるので当然であるが

一台の織横上において差が生じることが大きい問題であるo各々の張力をテンスクーD型

(記録計付)にて測定し.次のようを実験時の張力を得たo' 0,7 4が/d. 0.28ダ/a.

Q42ダ/d. 0.5dg/d. 0.7 Dダ/dの段階に分類した｡一番多い製級張力が0.4

g /dであったので.その前後の張力についで比軟検討した0

2.2.5　結果と考察

a　張力の差m:よって執物の光沢にどのようを差があるかについて光沢計にて測定した結

果は図4のとおりであったo入射受光角度が大きい場合m:ほ張力差による光沢の違いは

あらわれをいが.角度が低い場合には張力が大きくをる把従い.光沢を少しずつ増加し

:お
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萱.==lIT:享=…葦,5.蛾抑て 5.1汚れの除去峯と残留性 i.5,1.1緒言や i-JJ準イ鼠歓布工程中に生ずる汚れのうち,噂に目につ竜易く,また付着し易h汚れとして. 老化した胎等があるoこれらは携械運動部の軌牽制として注油するマシy油の老化したも のが一番易く更にその汚れの中には摩紋に7-る鉄粉が拍人音れた汚れ物質であるこれ 

三7,--I,UL比o 

らの付着状態紘撚糸前の付着⊥また,こかが撚糸による薦糸内部への付着,梨級中の糸に 

■ ヽ巨-I 苧i -.二it 丼r�付着した糸表面の付着とその状態は種々異をる故に除去性につhても異なってくるo撚糸 内部に付着したもの娃L,Sとんど除去できをいが,他の場合に改修正工程QCかthてをんらか の操作により完全に除くことが可能であるo当実験におhで軌この工程VCをhてどの程 度汚れを除去しておけば精練I寝において完全に除くことができるか検討した0 ㌢5,三.2マ讐霊芝老化汚染したものを触糸蛸璃芳し軌たものを試料として恥 たoまた,汚れ除去につLn.て娃市販のしみ抜き剤を使用し,しみ披き制中にて倍々の汚 

れ落レ程度処理を行をい,色差計にてその各部分のハyク-白慶を激定し.下記の式に1.g 

･!て除去峯を算出したo紙精練後の試料についても同様に日庶矧定から除去率を算出.董 

した.■.葺 

∫ と/- ～ 蓄…ラ~主 音1-.: 鮎W 冀Lみぬ尊操作として高圧(,,Lてしみぬき制を噴射盲す噴霧樺が使用書九てtJ1るが,こa=. 機械における噴射時間と汚れの除去性および試料布と距離の関係について市販されてh. .るしみぬき科を周れ1分間120ccの噴射畳にて時間を変え.その場合の時間との関 係を謂べたo t.除去率-(Wo⊥Wl)/(W-Wl)×10D W未汚染布のハyタ-白慶 子言:三≡三二二≡三+ 

1 5.1.5結果と考察=. ■ゝ 

a汚れの除去畳と残留性につth.て測定した結果吐表6のとお少であるo 

#'6. 1 

_,!..霊染如引篭要し警i軌除矧慧縦の引慧覧劉残留慧讐 
1-.J24.5i45.278.575.699..2.D.0占 

/Jl �1狛狛窮‖gi.;‖:57.:.描 
ヽ: 託未汚染部の残留鉄分0.ロ5呼/5 

二.そ51 ｣も- pJfL l1. 撫で忠告 -IiyTT 

ll一一一一一一一■一一一一一一一一一一一一一■一一■l-■lllllll-■-llll■llll-一-lー- 



汚れ除去操作にかいて7. †多(ほとんど汚れが落ちてhない状態)から78.宇宙除去

賓まで5段階に汚れ落ち量を変えた試料について精練を行を.,た結果から残留性につh

てみるとt修正工程で6 4帝以上汚れを除去してかhた場合,精練後においての残留は

1 0多以下であるo更に78多近く除去してをhた場合軌ほとんど汚れが除かれ残

留は考えられa:ho修正工程における汚れの除去が悪h場合札残留が充分みられる○

しかし,高tn除去率の部分における鉄分の存在をみると,未汚染部よりも少し高Ln鉄分

が付着してhるoこれはIPは少抽とともに付着した鉄分が残留してhるものと推察言れ

るo

b　除去剤の噴霧時間と除去率につhて時間との関係につLJlて滑走した結果比表7のとか

少であるo

表7.

スプt/-と試料との肝離5cZn 

l 噴射時間(秒)!汚れ落ち量畑廟後の落ち畳啓 

● 暮49.5 �74.5 

三日555.Z.:5: 勍74.6 74.6 .77.4 

50!55.780.ロ 

スプレ-と試料との距離70伽 

15oi443...; �.占5.4 ∫ 72.4 

154声.2 �72.4 

2ロ.45,2.- 勍7占.2 

50 鉄b纈�81.2 

この場合,スプレーガンの噴霧口と試料との距離により噴霧力が異をるの_7:･,. 5C2nと

1 0cnlの距離･Kて噴霧し,その場合の汚れ落ち量について比較したo当然距趣差によ少

噴霧力に差があるため,近距雄性どその畳は大きh.また,時間との関連についてみる

と, 2 0秒間噴射した場合と,それ以下の時間との闇に吐大きh差がみ'ら九をかった鶴

5ロ秒間噴射するとわずかに除去畳が増す慣向にあるo

精練後の除去量について検討すると,両距雄とも時間懐向は同じで時間増加とともに

除去峯も増加するo個々の時間についてみると,近距離の場合1 5秒間噴射まで大貴h

差がa:いが.遠産経の場合には時間毎に増加するo全体的に1.D秒間と1 5秒間の時間

52

･.･ +17･l音銅山馴副割勘針目両:1･f･77･汁魂針目打

差は帥0 2 0秒をこえること把より除去藍の増大がみられるo精練前後による時間慣

耽美がみられるがLこれは噴射した液圧によ帽科面をたたくとともに絹の中に付

着した汚れが時間とともに表面に移動し除-れる差の効果と推察苦れるo大嵐時間

からみて2 0秒間の時間内に汚れが表-移動するものと推定盲九精錬によ!フ除去し易

h状態にa:ってhるもので為る0

5.2　汚れの残留と染色性につhて

5.2,1.緒言

縄におhて行点った試料の染色性につhて汚れの残留による染色星組他の未汚

染部への染色の影響につhて検討をした0 -

5.2.2　乗験方鋲

染色方鋲および染色敢慶ゐ謝定は1章と同じである0

5.2.5　結果と考察

試料の染色漁度および耗牲上の染料量を測定した値肢衰8のとお少であるo

t- 1

表8.

:++三% 白�����i f2 典Y[ﾘｼ��

1 ,-f/- 2 砥�R�l7.95 亦���r緜R縒縱R�7_65 砥�R�,7.657.75 

･r7.78 途縱��7.6_5.7.74 

7.78 途ﾃs��7.65.7.74 

7.占声 途纉R�J7.781779 
i 5 ｢4 _5: 謄r緜W��7.95 途緜TRﾃr縱R�

8.4占 途緜R�-8.828.57~ 

8.4占 途緜Rﾂ�7787.9.占 

8.46 宝�8ﾓ"�9_02 唐繝R�

7.65 途ﾓr繙ﾂ�8,46:-7.96 

1･ 2, 5, 4･ 5は汚染布に隣接する未汚染の政変

づ

この捨象非常に多く汚れを除去した部分に-ての染色濃度碓未汚染部のそれとの差

が創ハo除去が低くをるとそれに畔Ln最大吸収波長の反射峯が低下し染色疎慶に換質して

高h値にをるが,これは試料の汚染が残留しており･試料の反射動噌hためにその影響

により濃度高があらわれた0枚に反射峯による蔽度謝定披不耶巨であるために染色試料を

ピTJジンで処理し･抽出液中の染料量を滑走し耗維上の染料酸度を測定したところ,汚染
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の残留.操作法差による染色港慶の差はみられをL^oしかし.黒色または茶梅色の汚れと

して残留してある場合にはその部分の色のくすみが増し,このような汚染の残留は好まし

(rrtno

4,茸撚糸挽物の撚数につLhて

4. 1上撚数の効果と放物の物陰につLhて

4.1.1緒　言

韓撚糸放物の撚敵は,その牧物の仕上後におけるシポ立ちに大きLJl影響をもち,その放

物の美的要素と触感等の官能畳への大きを要因とB:ってhるo敢然糸放物に用hる撚艶

糸の太亨等QCは種類が多く,撚牧は広範囲に用hられてtJlるo従来多く用hられたものに

は左右方向の5.D D O T/M以上のものが用いられていたが,消費者の製品性能の要求か

ら無収棉製品が開発苦れ,従来の撚糸の解熱力によるシ噸状から,捉り整体からシがを

立てる方法が取られてL,･るoこの搾り塾体の施撚糸を作るには撚敗.撚り=程が複雑に怒

り,糸の太書も種々のものが用いられて,これらの組み合わせによる=程がとられ,その

使用量も増加してLnる｡例えば右方向の顕然糸に他の太さの糸は撚糸をそえて逆の撚りを

施し更に他の撚糸をそえで逆の撚りをかける｡このようにして施撚した糸はその太さ,樵

り致Qeよって中心糸のまわりに他の糸が液状にまきつきこの糸の波の形が放物の凹凸とな

り,一種の･yがと点ってあらわれるoこのように撚り糸の組み合わせによる飽撚糸の場金

最初に施した撚敵,最終に施した撚数とあり放物に与える効果がどの撚数によるかを検討

した｡

4.1.2　実験方法

生糸2 7デ.=-ルのものを1 0本合糸し,八丁撚糸機で5,1 0 0T/Mの撚りを施し更

にこの軸を1本用h上擦り5DDT/M, 1.DDロT/′M. 1.5ODT/Mの5段階の

撚紋をもつ詩糸を作製し.梨放したものについてその物理量を謝定した0

4.1.5　実験結果

生糸l D本合糸し強撚をほどこした試糸の放物の物理量を測定し,重i,破断強力を渦

定した結果は表9のとか少であるo

表?.

辛 偬Hﾋ闔｢�r������2���厚卓 TFB 仄ﾙ|ﾘ､��ﾅ6ﾉ�ﾈ-�.��
I 

クテ 迄8�5&�4�6Ym88ぴ�

50ロ 1,ODD 11500 末ﾂﾃ����繝B�羌ｨ�8�8蔗�F�罟ﾋ謦�白�c�b�"��ゅR��b纈�揖:..2 鳴�#b綯�#R����#����b�

'･･.,/I I.,･.f∵'_).I(, ･･.I.I:I.

.･>･.I

:,連　,JT･'

7T･;nJJ. I).･[

上撚郎靴QCよる物部的変化につhて下轍の1/5の逆撚敬の場合に.重も厚書と

も液少し･破断勤-hては他の轍の場合にくらべ-値を-てhる.紙破断

伸びに-,hては上擦数の増加につれて放物のたて方-増加するれよこ方触滅少して

hくoこれ班の-数の場--りTM｡の関係が確しておれ他の場蝕はそ

れぞれ下撚り･ -t酌の影響が朗･上除数が′J､-場合は下撚りの撚軌総連の

場合QCli一塊少の撚籍みが大きい効果をもってhるo表1口には他の物理量の漸定結果を

表示したo

衰10.

＼ ＼＼､＼項 畔�8掣zh�ﾈ��Yﾉzhﾅｲ�

撚放､､＼_日j T-＼.＼､平面 ＼ 刹ﾈl 劔�ﾈｼ��

クテヨコ 剳ｽ阿iクテ亘ニ ー4-- …6吾..555li545:8.I.…it554…;≡ l I l 

500 ��(璽��#b絣�鼎r絣�

1.000 唐紮鉄ゅB�鼎R絣�
I 1r500.i一l.lit �52.7 鼎b�"�

＼＼項 �｢�if�+X.ﾙ(椅I>�7亥��

撚敷 T.仰 
クテ �8�"�ハートループーカyチL,パー 

クテ �8�"�ク2許lコ 4.5 

5DO 都��"�67.8 途纈�8.5 

tD00 鉄偵r�65.ロ 唐絣�8.5 �"絣�"纉R�ﾂ�

1,500 鼎偵c�CR���途縢Cr縒�偵"絣�R縒�

この表をみても上払数に-て変位点がみられ.強九重書の場合と同じように下撚少

の1/5の敬を-増減があるoこの-時点にて圧絶4 5カンチレ-一新小紬倍

があるoこれら姓強如暗みの差による糸の太S,鴬張りの差によるものであるo防rしわ性

につhてみるとf撚敬の増加にしたがh･その値が威少してhく0 1投に撚数と防しわ性

の関係はその増加により低下してhくoこれ旺糸を蘇り射ずた場%,外層糸の伸長によb

その伸勘頓にも･どろうとしてはたらく復元力によりしわ回復を行なうが,撚角度がある

とその角度の大小により外層糸の折柑げによってうける伸長に差が生じ,その伸長度に

よりしわ回復が低下するoまた,繊維･糸のずれによってもしわ回復に差があるために撚

り角度とともに原糸の摩擦係数による影響もあ帽撚糸の場合はその糸とくらペ摩擦係数

が大きく･当鉄防しわ性は低下してhくoまた･ 5本の撚糸を組み合わせた場合の上撚数

の影響についてその物理量を楓定した結果,衆目のとおりである｡
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チ �3���Yf�+X.ﾙ�ｲ�劍ﾖI>菠ﾆ6X拊�劍�｢�ﾂ� 剩討��r�ﾜr�

Z 峯膚 I 迄ﾜxﾅｸ4靈雹�W���(タカ≡三笥ク′宕㌘≡妻備考二 劔����ﾖ定*ｸ+����､ヽヽ- =J>■ i.-=.:.- J.二,し き~一滴 �,q.つは多まうがよhoLのように2本以上の撚糸の組み合わせ 

逆襲一 一二A-Fi-塞.--義 劔剴r��"���w�ﾒ�������

1 免ﾂ繧���I 占8.4 鉄r絣�巨5-5 ��鳴羇�唐篥����ー6.9 俐Bﾉ�ﾈﾏｲ���ﾆxｬﾃVc���� 劒Ru�������8��v���WBﾚBr�UE8+x+2�

2Tt; 凵[87.0 唳�ス�#Cb蔕ﾃ"篦��4月 途纈�5再鮎,o口. � 劔定�2�撚数が変化した場合.糸の密度が異なるなどによ&,染料の浸透性に錘が参る前記の 実験のように下撚敗,上擦敵の差によ.?て染料の浸透性にどのようを差ができるあまた 
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この場郎物理量の靴と同じように上松数による最遠性の差がみられたo上撚数が少

帥場合も多場合も上昇性が悪く･ 1/5の逆撚りを捜どこした場合が掘高叫直をしめ

したoこれ畑思量のところでも述べたよう-の密度の差によるものであるo紙染

料の簡により上昇性-;あるo上昇性の低減科の場合紬時限過とともに水の上

昇が大きく紙染料の-値は低く, -撚数との差がだんだんとなくをaoこれは

染料の大き弱り,染料の-性によるものと恩-る○染料-把ついて肘ルーの染

料の場合.その上昇性と同じ傾向であるが･スカーレヮトの場合･上記したよう鴫間経

過によって差がなくなることからしても数色髄の差が認められ紬o

表12.

誓ti,ijj267..5506巨7..5506 劔白�[ﾘｼ�&ﾂ�儖Xﾖﾂ�

6.50 �5.10日 .1,5朋_5,100 

･t5.loo 7.56ilrDOO 500-ち,1口0 5100 

5 途緜R�r經b�7.50 �7.81 白�縒��コ�亦�ﾂ���700 500-5.1口ロ 

4i 劼7.65 ��7.65 砥�R���5凋 500-5,100 

1 5' 偵r經b�ﾂ�7.56 �7.56 途綺���剿ﾗ呂呂 500-5,100 

6 途經b�7.22 �7.22ー7.26 l -.一一一･....一一一L一一一■■･.･.･.･.･.･■･.･.｢~~~ 劔弓:Boooo 500-5.100 

7 途經b�l 7.10享7.10 劔7.18 �2..5DO 700 5口0-5.100 

｣ 途������l7.10li7.10 劔7.1D I �2,500 一言Do呂_5,100 

∴､㌣'･ヾ

r-1ブ∵･､･.i.…1., ,.!∴.:I....･一サ∴･義一モ~･.

9　;　7･5占;　7･5占;

10　　1　　7.10

㍗ iiiiiiiiiiiiiij=㌫

7_5占1　　7.5占

1 5　　E　　　7.65

nUnUnUnUnUnUlnU55-I-I

▲　5,100

7.18: 1.000

-　2.500

500　-　2.500

-　2.500

-　2.500

ー　2,500
7.?5 '　　　7.8

1 4　　E　　　7,56 7,5占(　　7.50

1 2,500

7AO! 1.DUO
I I ��鳴�

15 途經b�7.56 途��コ�7.45i I 
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5.緒　言

1.下牽制比｢股に永把溶解し易く,続経上-の残留は'ahoまた,下済剤による染色の影響

は考えられなho

2.糸環力につtnてはある数倍以上1.5才/dの張力をかけた場合に永久歪が残留する0

5.製鉄中張力が高h部分ができると放物の光沢,染色に差が生じる.

4.曲等の汚れは精練前に充分除去することが必要であり,除去が不完全を場合.精練後にも

残留する.しかし,染料の吸着畳には差が少なho

5.噴霧椴による噴射時間は少をくとも2 0秒以上噴霧しそければ効果がをho

d.変り撚糸の場合.級物-の物性の効果は上撚数によって左右吉れる0

7.染料の項類によっては撚牧によって染色敢慶に影哲があらわれるoこの場合,影響を与え

る染料は毛紳管による上昇値の高hものであるo

参　考　　文　　献　　　1.赤外分析法･･･････--･････佐伯供之助著

2.油謄化学便覧　-･･-･･-　日本油化学協会

5.染色の物脅化学･･-･-･･高島外書

4.織練製品の物理的性質-･西本秀雄著

5.研究報告45年度　--･京都府放物試験場
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⑦　マンガン加工後の捺染について

-麻ふとん地に応用-
主査　小　林　昌　幸

技師　福　永　奉　行

王　は　じ　め　に

昭和44年度に実施した能登川地区巡回技術指導に於いて,指帰された問題点の中で特に品質

の向上や,消費科学的性能の向上に関係韓い染色堅牢皮について吐,現在使用されている直接

染料披,湿潤堅牢鑑が低くこれを向上させるには適正な後処理剤の使用はhうまでもをいが,

これにも限度があり今後は他の部属の染料の任用も考えていく必要がある｡今回は比較的操作

の簡単恵Arrha昏よし染料(可溶性′1.ツト染料)を取りあげて,捺染方法及び特に堅牢皮につい

て検討を行をった0

2　マンガン加工とアンソラゾール染料染色杜構

この敷科は:,バット染料から誘導書れた'TJエーコ･エステル･ソーダ塩化物で水に可容性

で此硬的安定な染料である｡叉許堅牢度は各染料中随一であり,色相も夜めて鮮明であるo捺

染時の反応を示すと,

lbSjr

i-..I-'=_::.二~十二二- _::I +.二三二. ､｡_､I-I-I_i:人､
I H H E H

Znd.igo white Indigo tine

OIC

構造中に> C-OHや>CrN誰等を有するから,染料と織絶間に水素爵合, 7ァyデJt,ワーJL,

ス結合が形成卓れ染着盲れるo叉堅牢度の高いの姓,.構造が平面的であり耗維上に不溶性のレ

-キを形成するためと思われるo

マyガy加工は,塩化マyガy ･硫酸マyガyを用い敏雄上で二酸化マyガyを生成させ,

製織後,印捺部分を酸化作何により発色盲せる方法で,餅横棒の放物として古くから応用言れ

てレ､る｡

各　試　験　方　法

緯糸にマyガy加工をした糸を織り込んだ柵物を用いてAnthraBOl染料1 5色を各々

後捺染を行ない,発色の良否･喝牢庇につt,Qて試験した,

(1)供　試　素　材

4.マyガy加= (試験に採用した方法)

40

'

Jd　　ヤ　･.･t　. 1淋

.L'I亨.JtL.

き､ヂ書雷与芳墨謹葺き､.委勺も.

讐欝監守→珊瑚一宇無謬町脱水-糸捌きて蓋軒轡)-

-ZTt洗~脱水~榔靴や瀞蒜了脱水-#t捌巷瑚乾

上記方法で処理したのであるれ塩化マyガy処理から大気中酸化を2度行在った｡マy

ガン加工糸は褐色を呈した｡

T7･麻　放　　物

原　糸･----･･傭100'S (経,緯)

替　佐････.･･････-僧　62%

緯　58杢毎
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(5)捺　染　元　繍

トラガyトゴム梯---･････････L･･ 6

生　　　　　7-･･-･･-･･-･-･2 5 0

(4)捺　染　処　絵

染　　　　料　　　5091･････-･･･････--個L Blacユこ　60PL

グ　TJ y　ル　ブ　　　　　8DCL

熟　元　酢 浄　　　　2009･

糊　　　　6109･

酸　　　　　80gp

10009･

(5)捺　染　工　程

≡.eleV:> 5Dg･

印捺→5ロ創奴上放置-水洗-脱マyガy-水洗-y-ビyグ→7j(氏

(i%曇os4.08'軍吉i52CpC4)→脱水→乾燥→巾出し
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荘:洗顧カの項で汚染(ナイ)･･-･サイロy, (どこ)--ピエロy添付白布が汚染した0

6.ま　　と　　め

現在のほぐし捺染の味.即ち,模様の鮮明竜,優雅在韓みのある立体感のある織物をいかに

後捺染tjF:よ9近づけ,かつ堅牢匿を向上さ･Li･るかとV,うこと披興味ある問題であ少,産地の新

種術･新製品として展開していってはどう-だろうかo堅牢庶試験緯果,一部染料に弱いものが

あるが,これ壮染料の構造によるものか,あるいは環染処理法に起因するものかいずれかであ

るが全体的1.re良好な結果が碍ら九だ｡ただ洗濯に於いて合織との混紡,あるh肢交散物を使用

する場合払高温で洗曜すると汚染する場合があるので注意する必要がある｡操作法について

は,蒸しの=程が必要では放く後捺染による能率の向上,色相の鮮明盲,播障群など利点が考

えられるo注意する点として払捺染糊の調合,及び保管に際LI喫及び日光は発色を促進卓

せるため,発色処理を施すまでは遮断し,出来るだけ操作を透かに行なうことが大切である.

また.この種数科蛇,直接染料にくらべ多少コストが高く,また使用薬剤も多く夜る欠点があ

少.これらをいかにカバーしていくか,今後の課題としておきたho
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(i)綿糸40番単糸の試験結果について

技師　山　西　　　清

1･託験巨的

綿糸欄を髄けることによって強噸とも増加するが･そ-界を配る場合潤しく低

下する梢噸宇斑や節の多噛姓そ碓合が-である｡クレー7潤の鞭は鮒界噸し

ているため不良糸(特に太齢多いも咽の多いもの)-力低下槽しく糸切れが多く宏少

又ストルの原配も茂るo従ってクレー7･FB糸として結晶鮎好絹を使断ることが最も

窒i Lhことである0本碑噸-耶れて･p,る糸を鞄屋に提醜凱'その品質の一部を

調査した｡

2･託数万漬及び試験糸銘柄

㈹材　　料-･綿糸4ロ′8　　チーズ　4ケ

(｡)試験機　　検尺器　　12DydB

ヤーy′巧yス(211'6-80,a) (番手鞠僅)

1-

TJ~テスタ~　引張遠変SnC‰

容畳　　5 0kg

恵　湿　度　　　鑑定

.ケう　資　料　銘　柄

㈲鼻　　筋　洲本工陽

細ユニチカ　豊橋工場

壇綾　　羽　草野工場

数　　紡　笹津工場

㈱東　洋紡　豊科工場

オーキケンツ　大垣工場

ノ

満水(コーマ)

鵜原(カード)

捷姫(カード)

敦紡(コーマ)

金魚(カード)

漸塀(カード)

近藤紡　津島工場愚衆(カード)

近藤紡　浜松工場　鞄(カード)

(敦伸庶珊定)

20℃　　湿度　65勿

大帝新大軽工場花不盃(カード)

日時紡経堂川工場紫　龍(カード)

(日大和紡舞鶴=場金鳥(カード)

盛徳紡豊橋工場　龍　兎(カード)

大和紡金沢工場　金鳥(カード)

O])興和紡紘阪=場紫宝球(コーマ)

(C?近藤静観井工場桜井(カヤド)

は経緯･番手･平均値
--～--　結表示番手換算強さ

a･Xb
表示番手換算曳言-

C

丑:仲変　　S:亀鑑

ここに　　a :滑定盤巷

b :珊定番手

e :安示番手

45

'.;.｣.7.｣T･ -.rjj.I..7｣. jT.T/JJ｣｣尊(. I.I

∵､.･'･ ~ぷ･<?･..'･TF.L,き･tt虜



;.i 白�草:.LF*-:■≦ :Y 剪~ 鷲 

潤 丶ｳ｣｢��F迄蔗w"�Br�討�i-LT 竜三.;:L…. 藍(a6B.Å帖5;,dz;535.… 

きi I 1 i i i l チ き 1 ‡ i I 劔蔓(aroo.i.00.000書芸 ocoooo1芸0...05T, A,4f447i?5 l 42.0 42.5 545.0■.,L 45.5 44D Es17て8192021222524252&グ)締紺2545678910 6D.上.㌍i, 

I 七 仞｣S��ｩ��ｮﾉ��襁ﾂﾂ�

一 章 tL I 

藩.4441:05_表 

I I ! 亰cCH�2罠V��

! I ! l t 仭�sV�u2縟#���ﾃ#���"���踝�v�S���#F�C#S#d2ﾂsvxｧh炻�

綿5珊…88,;≡茸憲i 翼…oli5,8,..5oi,3,- 

藍…45A2ioSi'Iis三雲 僮59.5 L40.ロ. +●l 40.i 441.0 41.5 42.0 

ー敷42.5喜 一45.0--.請 剴C"經��SCR���CR絣�CDB�ﾅ3��3ｲﾃ'D�'C�ｳ#$ﾃS(�H銈&ｲﾉHｨｸ��9Vh耳ﾌ��｢鞁ﾂ�薑�稗鎚��8童��

隆…β4:718.920-21222524252鮎,孝4'i'12545678910.毒 I _i 鰹)義仲 i 



≡,,,,,～,:-･34.で山背濁珊毒1

565 57.0 5Z5 580 58.5 5見0 59.5 4ロ.0 4U.5 41.0 41.5 42.0 42.5妻 45,0 45.5 44D ��
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膚二千ihmikiH7g#:㍗::b:-T_1A三三::a:iu*#;;iT%f:iiW;5%:&Sit;..-重臣1.SigiBk_.SkをAiti;gB蓬-?*BEZiiSitBi=ibiSii!fh;Ffa%?;i=TiM;7;三重;GET,MMb?b…三三三三警 
吾∈ごているが,ちりめんの場合一越,二越専用紋機となってhるので変り三越のちりめんは製敢出来よこ..br1)/-レクの木管ホルダーの耐久性 

鷲.なho又敵機の単価も高いのでどの企業もこれを簡郎入れるわけには赫ないので自槻枚のfL抱木管の着脱比トングのある.y†ツトルの場合トングとそれを支持するスブT,yグで保持紬 

篭L■◆妄董妻要撃墓室藁萎壷窒聾三言hh冨≡警芋去芸冨芸書芸hki芸三三.b去喜瞳姦墓室萱欝Zv謹言警護誓言三三重量……三三ii.-::== 

済薫を薫霊芝,/=言三%y率.書塞差を誌∴ 
B.5占5節羅X5佃X41mZX244才潤えられるo又着脱試験を連続して行な-ているので樹脂が摩擦で幾分軟かくなっているものと増! � 

32)木管等.:y号i考えられるので実際の使用に当た-て妊セットから-tyトまでの時間があるので樹脂の変化は.h:I � 

I..,少なく,この表より妊抗値の低下率妊少ないものと考えられるので充分実用に耐え得るものと】 � 

｢て■考えられる0. � 

l¢2)運転時間1 � 
i ｣前記のA,Bで①の試料を使用したときその絶凍時間等を計算すれば一第2表の如く〉 冲 r ど i I i 洋 

項.---L-｣-.､-なるoA第2表BL備考 
i¢LLl糸長710m1500m①の糸 

il,巨`巨費-したもの'11号…≡:66…-m障霊力1号5aD5芸5冒82.;芸慧…-:.cnn55ー 

意■-..嘗 

I.;:害意豊 
こ_li葺~怒ごて芸; 



■ 1.～ ?1 5 !::-I -■r一 那 ･ー1■ i; 鞘 兀囲ﾖ�#ｳ�sB����ﾂ�����?｢�6x8ｸ,ﾙX�,｣��ﾓ�&ﾒ�&T8,ﾈ5�7"ﾘ6�,Y�h.やﾘ､ｨ*�,)4�,弌�nﾈ+8.ｨ,H*(*ﾘ,ﾂ�劔劔劔劔藩 董夫側質したものとはなって仙oこれ脚こ共通のものがあって,単独の 場合に虻,それらが含まれるが.両方の場合は何れか一方の舟が差し引かれてhるためで姓な いかと思われるo 

であるが.乗際の鮒上での眼装置が当所にはないのでrlt9m/BeCのスピードで-二,'.ゝ1 

できるよう糸を円御こ巻きつけてその時の張力を測定した結果が第5表であるoこの黄のA. 
i:: ;-Vq + さ頚 .崩 せ_'3 i.T. 津-.; 唾:さ ち.' ;革三三 億 蘇 賢 一篭 一挙 ■雲 を蓋 �(,ﾈ�9&�,ﾘ5h87�6x8ｸ,冦握x/�?ﾈ.ｨ+ﾘ�9�H,X*�.る_ｸﾏﾈ,iDBｸ,ﾒﾙfﾙmｨ/�ﾎ8,�+X,H5h88686x8ｲ�劔劔劔劔変動範囲の左側2段に審いてある数値はその時点での変動した値であり.右側の数字は.そ 

が走るときであり,-紘前方にして走るときである〇 第5表解野張力 劔劔劔劔�,ﾈﾛx,X*�.鑓�,�,I�H鬨,ﾉ�X*ｸ*(.�,ﾈ,ﾓx8ﾈ*ｩ�X*ｸ*(.�,ﾈ,X*�.鑓+�.ｨ,ﾒ�5h88686t､ﾂﾈ,ﾈ-ﾘ,ﾂ��ｨﾘx.h.盈�Nr�+)���Y'X/�諍w�+X+ﾘ.�,ﾉNI[ﾘｼ�&ﾈ,�.�.h.�*ｩ¥�:�.��X*ｸ*ﾘ+ｸ.鑓�,�,H+�.ｨ.r�,ﾙ*9|ﾘ/�WH��+x.俥ﾉw�,ﾘ+x.�*ｩ*9|ﾘ,ﾉ:�*ｸ/�5(986x8ﾒﾘ8ｸ+x.�.�,ﾈ,X,ﾘ,���ｬy�h,hｬy�ｸ,X,ﾙ�9Lｨ,豫y�ｸ*ｨ�8*ｨ,�,H*(.鑓+�.ｨ,ﾘ��nﾈ+x.�,h*ｲ韋X*ｩm握x,亂ｨ*ｸ,(*(,H*"�ｹ�蓼蓼蓼蓼蓼蓼蓼蓼蓼������ﾔ｢ﾂxﾛx*ｩUﾈ.ﾘ.ｨ+ﾘ.�,ﾈ,h輊.ﾘ.ｨ.愉iBﾉ¥�:駭ﾈ��.�ｬy�ｸ*ｩ�X*ｸ*ﾘ,�,�,F�.�*｢�+�.ｨ,ﾙm握x*ｩ4ｩYB���,ﾈ�,Yyh,ﾈ+X,�*ﾘ+8*ｨ�,H*ﾘ.�.�,ﾈ,i�2ﾘ,ﾈ鏐,ﾈｪｨ*ｹWH*ｸ*ｩ�ﾘ*ﾘ,�,�,IL�*ｩ�h+h,H*ｸ+ﾘ.�,ﾂ�

). I il. 宍 巨葦 ･葦 '書 育 と 焉. I 重 昭 俑�����*852�I 張ゴ カム 剳ﾐ 側 毛 皮 兩ｲ�豫y�b�豫y�ｲ�俎�ﾌﾉ9��ｸ,h,ﾈﾛr�僮_.A__. 諌 弓二 }.{ 辛 :i) ■tp ヰ 力 す 定 

カム 調な 整し �+){ｲ�6���剏� 剳ｽ均 兔�:餃ﾘ股�平均 兔�:餃ﾘ股�平均変動 

i I ���(⊃ ��ｲ��ｲ���十 十 �7 12 �������cSSS��28 41 買ズe���������22l i 29t I �97 

2 劔劔劔劔であろうoAとBとで旺Bの張力が全段に低いし.管先と管尻との差も少なhようであるoこ 

5 劔劔6 �25 �17 劔れは前記の木管の形状によるもので旺なかろクかo変動範囲はAのシサダトJi,の管尻を除き良 く似た傾向を示すがその差ではヤ仕りBが少ない値を取ってttnるのも木管形状によるものであ 

A 4 劔調��50 �47 �1755 劔書4,8.孟o糸の歪 

5 劔��ｲ�偖ﾂ�12 ��CCB�57 們ｩm�s��2554 劔ラ-ヂ化したシャ㌢トル牲巾と高さが夫々大となっているので.当然開口貴を大きくしなけ 0 劔劍�R�.ｨ,�,�.x,�*"頷ﾘ,�,B霈ﾘ鏐,ﾈ�8*�.刎8�H.�腰,�,�,H*ﾘ.�,ﾈ,Xﾉ�:(+X,H-ﾘ+ﾖ��

占 7 8 B 9 10 平均張 高∴盤差置 るため当 でないo 使用書㌔ 劔��ｨ���55 宕塔R�50 1 �#�ﾘinﾂ�1511占 劔下図のAは敵前,Bは綾竹の位置.Cは関白したときのメ-ルの位置,Dは綜紛位置,E はバグクロールである〇 千 賢C 

○ 偖ﾂ��ｨ���7 7 15 �&s#"�S�SCr�16 25 団#cSb�c鉄cB�湯���54 17 5 

25 剴��凵c重AllDllBもf丑 

○ 剌¥ �#��10297 鉄R�168100 �7 劍��ﾜや簫ﾒﾔﾂﾒﾒﾘ耳爾�v辻�-��-��ﾔ�B���ﾒﾄ#�ﾔ�R�5�,ﾉ'斡�,h+x.ｨ,�#ﾒWH,�.��ｸ+�,ﾉ'��;X�,ﾈ,h*ｳ���ﾘ菱,X*��

臥十方向より逆の方向が高し1億を取るがこれは糸が屈曲する 用のゴムなし性.シャツトルのみと同じ位であるが同ゴム使用 "大きくなっているoしかし.ArBのゴムの張り方性規制出来 劔劔儺 を f �+�-�,X*�.ｸ*F�*2�,ﾙ��9h,ﾙ*9|ﾙWH���(*�,(+ﾘ,ﾈ,Rﾂﾒ�

皮を張ることによりシ†ツトルのみの場合より張力は増加する 力付加妊少なho張力調整装置のゴム使用と毛皮併用の場合. 劔劔劍碧|ﾙ+)���Y'X52�9i�(ﾘ(ｺ�+ﾈ/�,h.���8��=��坂��
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JAB 剌ｦ以上の条件で襲放したものを精練し主な物性の試験した結果は第5表の通りであろo 

丑A1-8(芸02,620十舶丑Bl-i#0.f真鶴 刳桝�5表布の物性試'5-結果 

.i-5,87+1.95-5.81十29】 凵_ヽ ! !=5.82m=8.71拓和 書.…伸:'芸ll栽X.DD-..,4%lB1-品X100-1.12dw 吾妻霊聾T:=i芦芸雲合'…冨2&書葦筆書蓋. ! 量喜.tq…言壷三豊孟孟夏…芝つて……忠霊くるので.譲 剽v項＼ごてL;テAヨコL;テBヨコ 風合40g47542g48g 描:=',喜藤,?㌍喜藤‡L. 

I この点に任意する必要があるがr後方-持ってくれば問題ないものと思われる○又,実際製鉄 勍蚤ドレープ性55.4%56.8%1..! 
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C5)鞠鴇の製織研究

技　師　勝　木　嗣　治

技　師　歴　取　喜　寿

1.ま　え　が　き

宿敵や紗級は古くからあり,これらは地経糸と甥鰻糸との両種の経糸をもって緯糸を坊ませ

縫紋させる敢物である.今日においては.全国でも,その生産が萩少し.着尺物では五泉地区.

丹後地区で,その大部分を生産してhるが,前者においては.昔からの方法で.経緯糸共に生

糸を用い.特に緯糸は躍らして裂級されている.又.後者にかいてほ.荏鰐糸共に先練糸を用

いているのが多く.一部.生糸を用いている業者もあるoここに.当所に卦.vlて,現在.Rに

使用されている中ロドビ一機を闘い.五泉.丹後とは若干異なった方法で.容易に紙できう

るように開口方法を一部改良し,駒格を試放したのでその結果をお知らせします.

2.就　職　方　法

一｢1一便
2 製

用経

格規晶　糸

生糸地2湧/2　駒糸ク4　耳呈#y5　駒/5

(先　練　)　　　　　(先　練　)

2 1 /5駒･･････-･･･････1 5 0 8 T/BIS

2 1/5助-･････-･-1 5 0 8T/nS

2 1/5炭ト･････････････1 5 0 8T/ns

変　数　数　巾　変

額

密　羽　本　遺

品

蔑　総　給　食　整

2-2　製　級　条　件

使　用　勘　磯

開　口　装　置

敵機回転数

開　口　位　置

2-5　敢

60

方　　図

5725T/nz
7 0羽/5.78C爪　地2太/羽,耳2本/羽(別耳)

718羽(地698羽,耳20羽)

1456本(地1598本,耳40本)

58.8cm

経　　1 45:衣/5.78印

綬　　85本/5.78C郡

北機両六丁敵機( 2 7吋)

1 6枚複数ドピー開口

126 r.p .皿

7Pyト･デブド･tyクー

(仕上)

織　　方

(荘) 5と8の聞

入る(6,7

園 口 ～ I 貿c)V�爾�}���6ﾖﾈ�ｸ�ﾂ�r�Y&｢����ｲ�

に耳綜班が2枚 

) 

開　　放'口

すく互

A,-　印はドピー城へ





併用し,綜紀をあげるとき軌チェーンによって引き上げ,逆の地綜靴は下げることがで

きる｡叉,交叉口において,開口時にワープライyで静止させなくてはならないために.

地綜統8および9はスブ7)yグによってワープライン上で静止させるo

この方法は五泉地区で用いられてhるが,経密匿の関係からスブ11ソグをロクロに変更

し.開口を正確に行なえる方港を採用した｡

5-1-2　スクyダード綜靴(st)およびスケルトy綜靴(Bk)の遊動

o開放口において,地綜靴が開口し, β k綜銃がそれぞれ図の3:うに作用させるのである

が.スブ1) yグを使用しているために,開口が蔑舟小さくなり.これを防止させるため

に通方図の4のレバーを引き上げ,両方のSkをゆるめ,開口を良くする0-

0交差口におhて,図のように地綜紀は中間で静止させS i:とBkによって開口をさせる

ため. Stを開口させ, Skを園のようにさせるために1および5を幾分引き上げるD

o通常口においては,問題はない｡

5-2　ビ　r　キ　ン　グ　タ　イ　ム

ビアキyグのタイミyグQj:普通放物の怨敵より,開口に無理を与えぬため幾分遅くし.ど

./キyグストロークは韓めにするのが良い.
I

5-5･開■口　の　ポ　イ　ント

①　開放0.および交差口におけるSkの位虚礼スプリングの強さによって変化し.開口

を著しく悪くすることがあるので′　スプリングの選択妊荘意を要する｡

L2)開放口から交差口に変わるときのS tの位置およびタイミyタが非常に重要な点であるo

即ち.開口の変移点において地産をできるだけ摩韓しないようにすべきである｡

歯　学綜枕の位置は,開放口においては正常な秤口にあるよ.うにし.できるだけ.常にゆる

まないようにしなければならないゥ

I

4.ま　　と　　め

現鼠祷み着尺地産地におV>て軌蛮地独特な方法で生産されてやる那,今回一般に使用さ

れている中ロドピー春用tLn,開口装置を一部改良し,駒棺の製級をおこなったが.今後も引き

続き結審,生産性.品質,糸綜既の寿命等.検討しながら進めたいと考えているo
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5-2　試作試験関係

(T)絹麻婦人服地　　･

目的

麻軸は壁用として優れてhるがシワにを帽h欠点を有してhるたれこの欠点

を長くし･且つ絹と麻の混肪糸を用L?･この糸を壁糸として使恥シャリ感と,立体

感のある高級婦人服地の試放｡

用　途　　盛夏用婦人服地

原　料　経　絹紡糸1208/Z-

経　緯麻混紡　40/i

生糸28中×7本

(共通式)250蟻> 52OT/nβ･Z

u　50/1 ( 〟 )スラブ系

緯糸配列　B･･･-4軋Z････.･4本,スラブ-･･･2本

密　度　　経　28.6本/cm

緯　22.0本/cm

巾×長×重言　85珊×5m×705ダ

銀　紙　　平　敵

軍　徴

'　　ノ

耐しわ性濁しヤ略表面の凹凸を有する高級夏物婦人服地o

⑦　絹婦人服地

目　　的

}　-

愛知川地鴎尺業者の品種の多-を慮るため･絹麻婦人服地相続き試織を行帥

参考資料とする｡
.ヽノ

用　途　　婦人服地

厚　科　経　絹紡糸14ロSン2

毒･･芸慧糸,85oSil ‡柄糸

緯　　別　表

落　慶　　経　72本//読

経　別　表

織　　別　図

招

占5



緯　　糸　　程　l　緯　密　度J通　巾(C節)I仕上巾(cm)

帝絹糸16o/1　　! 45本/2.54cZn書　　97.4

2　　　〝　568/2

紬　糸　巻　糸

4　;真綿糸
2X.7

刀 X
口中8　81　2

(袋鍾)

帝絹糸168/1

兵船呈88;xD;2 (袋釦

朋糸呈688:i 7DOT/n9

_._∫_⊥.ー1 80工)

=り　畑中　S　　　　　8

〟

5 5本/2.5 4C統

4 5本/2.5 4C,a

4 0本/2.5 4cm

4 5本/2.5

〝

其綿糸こ:品､ノ.(発癌) l45本/2.5

鵠nUnU
4

純真綿糸

爪
(し

4

4 5本/2.5 4cmzi

≡;

4 0本/2.54C,n l

〝　　　　　　94.8

｣

【

〝　　　　　　94.D

l

l

⊇

〟 1　94･8

【

1

〝　　　　　　94.4

〃　　　　　　〃.　　　　　　〃　　　　　　　〃H

結　　果

経糸に太h縞糸をランダムに入れ.緯糸を1 0嘩炉使用して試級したが夫々肉と屡の

ある後染用生地が得られ好評を得た｡

占6
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①　紋ビロードコート他

用　途　　防寒コート

原　料　　経　地　生糸21中/5駒(充棟)

パイル　〝　21中/毎(充棟)

緑　地　　〝 21中/2駒/2(先緑)

絵　　ポリェスチル　75工)

密　度　　産　地　220本/5.05C,a

バイJt, 22 0本/5.D 5ccl

緑　地　パイル共152本/5.05cni

組　政　　経二重放二種類使用

帝　数倍二霊歌を二種類併用することによb･従来のビローは-ト地と異在り,也

帯部の組歓を変化言せ･絵緒による効果を出さ%･後の魚色にて異色効果を現わす.

目　的従来のビロードコートと異をり･此軟的肉醇で隈のある,叉特に二歪執りによ

って地落部に変化組級を組み入れ･新しh感覚の高級コート地を試級することD

㈱柄クレープ布の試作試験

日　約線クレー7布に掛埼性ソーダ配合樹を布面に塗りつけると,その箇所が絡ん

で櫛のつか紬ところ把締みが現われるoこの性質を利用して布面上に模様のある夏の

クレープ肌着を試作したo

内　容(1)優閥糸　経　4口/1S　　緯　4ロ/1日

(2)密　度 経　62*/2･54cm緯52本/254cn

(3)加工方法

クレー7'布に下記の苛性y-ダ配合樹を柄に応じてブ,)ントし, 5-4

時間苛性ソーダが桟維内部に覆透するまで放置しておくo

充分乾透すれば布面に凹凸模様が現われるo

その後希硫酸水( 1帝)にて布Itの苛性ソーダを中和する中和時間は約5 0･

銃後充分永洗を行をhr股と同じく精練漂白仕上加=を行.,aう｡

苛性ソーダ配合樹処方

ポTJプリントマルサス　8-758(2D多) 40

苛性ソーダ　　　　　　　　　　　　　5ロ

水　　　　　　　　　　　　　　　50

100部

成　果柄の配置を考慮することによって波シが,場柳のどちらでもhろhろを模様あ

るクレープ肌着を試作することが可能であるo

後染をすることによって苛性ソーダの夜透性により異色効果も現われるため,肌着面の

みでなくアウトクス7-としても使屑可能である｡
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5-5　桑名敵デザイン関係

本年も継続革策として県特産品である麻放物の夏蹄夜具地,座布団地,座布カバ｢類につ

hて,また絹紋物の有線による手放翰奈ビロードコート地について,消費市場にかける動向

と次季向の意向を打診し,それに基づく意匠デザイyの開発研究を行-&うと同時に.季別的

流行予想色の謂査研究を合わせ行.なったD

(1)夏掛夜具地,座布団地,座布カバーの意匠デザインについて

方　　法

本年は時期的に8月から9月にかけて業界へ賂力し,現地消費市場における次季向の

意向を打診するため,ペー/i-デザイyの試作品と合せて,古典紋様の中の.q流永Vを

テーマーとした業界各企葉の試級晶を携行して,地元,東京,名古屋,京都.大阪の各

市場の商社を訪問して調査を行なったoその結果を報告すると概要は次のとお少である0

-校に柄行傾向の韓移として.従来の感電をやや脱皮した抽象的を柄,線括柄の慣向が

見られるo従来の草花鳳総柄とt^った蕗覚のものは.ややあきられてきてhる.むし

ろ,一隻括喝絵詞子のもの,ま左吐モダyな感覚のものをど好感をよんでhるo比峯

にして,和式謂感覚占忙対し韓風慈覚4の割合で新し言が出てきてhるo色目にしても,

最近の室内カラーの明るさにマQJチした明快夜インチTJ了の色彩感覚が求められてhるo

全体的に.同系色での柄の出し方,色数をセーブした涼感の出し方がとり参げられるo

大衆的を壕を追うと,自家屑に披,オーyドックスを柄行で従来の和式冠もので,古

典柄から出発した草花柄が好まれてhるo ･一方,進物用として吐,目新しh感覚のもの

で,古典柄からピック･アップしたモダyを柄構成ものo色目軌涼感を朱をわをhよ

うに全段に単彩諸子のものに走ってhるo以上の謂査結果をもとにして,アイデアを主

に,ペーパーデザイyの研究試作を行をい. 1 0月初旬QC展示発表会を開催した｡

結　　果

発表した酢図案約4 0点軌次季製品づくりの開発資料として菓界へ配布提供したo

これらアイデア図案にもとづhて製品化盲れたもの也各市場で好評を得たo

⑦　手織韓奈ビロードコート地の意匠デザインについて

方　　法

時期的に●1 1月,菓界に協力して,･主として,京都市場での滞査を行怒った.その概

要をのペると,全役的慣向として,従来の先染無地一辺倒のものは減少して.時代の要

求による白生地後加工物への移行が見られるが,産地として,在来の無地ものを軸とし

て,先染の状態での色出しの研究(無地は怪力書ける)でホグシ謁の開拓をど新しいセ

ンスものを研究すること.また,無地ものの場合でも伝統のある風合.翰奈を充分に生

かして,柄行に立体感を出す工夫をすることo色目につhて軌着尺類と併行して年々.

若向きにIa:ってきてhるので,色彩的に染感覚を生かした明彩度の高いものにすることo

dB

＼　J J　　.1　ツ

鴨内地向き枇桑味のある色目の感覚で出したho柄行として･従来の古典蘭の草

花柄から･抽象給紙洋風謂-と移行してきておれ紙鰯も割付諸子ものに

変るので比紬かとhう意向であった○以上の結果から.アイデアを主としたペー′(-

デザインの研究試作を行的謁査報告会をかねて･ 1月-T軌展示発表会を開催したo

結果

莞表した試作図案5 5点性菓界へ配布操供しf次季製品づくりの参考糞柄とした｡ま

た,これらの図案を応用して市場に出た製品は好評であったo

⑦　克行予想色の調査研究について
∫

日本流行色協会の発表資料を参考にして,産地向の′7 1年春夏軌また秋冬向の流行予

想色表を時期的欄整し.産地製品づくり･色彩面研究資料として業界へ酷布したo

春夏向の傾向として,色霜は･ ①ライトからブライトト-(明快も若々し亨のあ

る色凱㊥ニェートテル(都細を洗練卓を求める鰯九◎ダーク･トy(畦BIJ,･

年令監季節感車軸した新しh明快を色詞う.o配色として①同色系の明度差をかえた配

色◎ダイナキックを若kL-取をニュー･コントラスト(靴色樽の対比), ◎噂好

に合わせた自由を表現のコンプt/ックスをカラー′､-モニーをどo秋冬向の慣向として.

'ルネッサンス′人間復興のテーマのもと,生宿の画→ヒ,都市公亀環境靴をどの人

間疎外感から立ち上る人間性の復活をうたhr白紙のリズムを回復しようとする動きが見

られるo具体眺色彩上での動き晩◎赤紫系-赤味によった万札㊥赤系一乗味が新し

Ln･ ⑬茶系一斉味かかった万札㊤黄緑, ⑳育宗一紫味が新ししっをどであるo
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